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◆◇令和時代を生きる◇◆   

３月１日の全校集会は、入試直前であることを考慮して、体育館に集まらずリモートで実施しました。令和３年

に入り、はや２か月を過ぎたということで、「令和時代を生きる」と題して以下のような話をしました。 

皆さんは「ソサイエティ（Society）５．０」という言葉を聞いたことがあ

りますか。ソサイエティというのは「社会」という意味です。人類が誕生

してから５段階目の社会の形態になるということです。１つ目の社会は

原始的な「狩猟社会」、２つ目が人間が定住しての「農耕社会」。そし

て１８世紀から１９世紀にかけてイギリスから起こる産業革命による大

量生産の「工業社会」、これがソサイエティ３．０でした。 

やがてコンピュータが発明され情報化が進行します。これが「情報

化社会」ソサイエティ４．０です。さらに、今では AI（人工知能）や IoT

（モノのインターネット制御）が導入されて「超スマート社会」ソサイエ

ティ５．０に向かっていると言われています。内閣府が制作した「すぐ

そこの未来」という動画が配信されていますので、可能な人は見てく

ださい。それを見るとイメージがしやすいです。ドローンが時間ぴった

りに注文した靴を配達し、AI スピーカーに向かって指示を出せば、昼

食用のパンをコンビニで受け取れる。農業は無人化され、バスも定時

に無人走行でやってくる。上白石萌音さんがでてくる映像で、９０秒と

５分のものがあります。 

それでは、このような時代になることをふまえて、皆さんはどのよう

に学び、どのように生きていけばよいのでしょうか。 

インターネットによるビッグデータの構築がなされることから、多くの知識や技術を知ることができます。これは

とても便利なことです。しかし、知識は正しく効果的に使わなければ生きてきません。AI ができないこと、つまり、

知識を活用して新しい分野を切り開く「活用力」「発想力」を鍛えることが大事です。また、技術については、その

意味や方法を理解して習得しなければ意味がありません。情報を見極める「読解力」と習得のための「忍耐力」

は依然必要です。 

また、自動化が進むことは間違いありません。便利で時間の効率化につながります。しかし正しい「判断力」を

もっていないと、AI や IoT に人間が振り回されることになります。自動制御をストップしたりチェンジしたりするの

は人間だと言えます。 

人間とモノやデータとのつながりが増していく社会になりますが、だからこそ人

と人、人と社会のつながりを大切にしないと、孤立化や孤独化に陥ります。健全

な社会の発展には人間同士や国同士の良好な関係を保つことが何より大切で

す。 

私は、これからの新しい時代に長く生きることができる中学生をうらやましく思

います。ぜひこのような「令和の時代」を生きることをふまえて、ロボットにない「感

性」を大事にし、良好で充実した学校生活を送ってくれることを期待しています。 

◆◇３年生 いよいよ県立高一般入試◇◆ 

３月３日～４日は、いよいよ県立高校の一般選抜です。先週は、全

職員が参加しての面接練習を行いました。どの生徒も、明確な志望

の動機や将来への考えなどを自分の言葉で述べていました。 

前日の２日には、学年で事前指導を行いました。校長からの話で

は、わが身の体験を踏まえ、「落ち着きすぎてポカをすることもある。少しだけ緊張し

て試験に向かってください。」と伝えました。学年主任からの「準備をしっかりしておく

こと、体調を管理することが重要です。」という話のあとに、受験校毎に担当教師との

細かな打ち合わせが行われました。今回は朝の検温と健康チェックが必要です。職

員みんなで健闘を祈っています。 



◆◇キャリア教育の取組◇◆ 
１年生はキャリア教育の一環で、「職業調べ」を行いました。生徒一

人ひとりが関心の高い職業を２つずつ選び、仕事の内容やその仕事

のために必要な資格や進路を調べていました。 

廊下には全員分が掲示をされています。最近はゲームクリエイター

やウェブデザイナーなど、かつては存在しなかった職業への関心が高

くなっていることが分かります。 

３月４日には「職業人に学ぶ」と題し、８名のゲストティーチャーを招

いて仕事についての知見を広げる機会を持つ予定です。学ぶ意味や

働くことの意義について考えることにより、望ましい勤労観と学習意欲

をもつことをねらいとしています。 

２年生は、「高校調べ」を行いました。先輩たちが受験した高校を中

心に２１の高校について、カリキュラム、卒業後の進路、学校行事、部

活動など調べた内容が学年掲示板に貼られています。自分の関心や

適性と高校の特徴を知ることは、進路選択の重要な段階です。多くの

生徒が進路意識を高めただろうと感じられます。 

３月３日は、「高校生に学ぶ」と題して進路学習会を行います。４名

の高校生から学校の様子について実際に聞く機会となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇今後の予定◇◆ 
＜3月＞ 

3 日（水） 県立高校一般選抜１日目 

       1 年クラスマッチ 

       2 年「高校生に学ぶ」 

4 日（木） 県立高校一般選抜２日目 

       1 年「職業人講話」 

       2 年クラスマッチ 

5 日（金） ３年修了式 ３年生を送る会 

6 日（土） 第 74 回卒業証書授与式 

１１日（木） 県立一般入試合格発表 

１２日（金） 高校合格者登校日 

２３日（火） 生徒会集会 

２４日（水） 修了式・辞任式・給食最終日 

◆◇献花の日◇◆ 

２月１７日は、今から３９年前の１９８２年（昭和５７年）当時、北茂安小学校５年生だった 

西山久美さんの命日です。本校では毎年この日に、本校敷地の北側に献花をして、故人 

の冥福を祈っています。命を奪われなければ今年で４９歳だったはずの西山さんに哀悼の 

意を表すとともに、北茂安校区の子どもたちが、決して命を奪われたり命を落としたりする 

ことがないようにと願っています。花は玄関や廊下にも飾り、改めて安心安全への思いを 

強くする日としています。 

  

☆☆ 入賞 おめでとう ☆☆ 
令和２年度新年書き方会 県審査 

硬筆 入選 ２年 大坪永奈 

  毛筆 入選 ２年 古賀奏音 

学童美術展立体作品 県審査 

  手の塑像２年   県特選   原野晴翔 

  篆刻３年      県準特選  立石望美 

  木彫レリーフ１年 県準特選  久保田希遥 

学童美術展立体作品 地区審査 

  篆刻３年    地区入選    

樋口明俐 宮原透羽 江越日菜多 田中稜佳 

西山美乃梨 今井花凛 鷲﨑優成  

手の塑像２年  地区入選 

     篠原杏奈 中島琴美 田中咲地 末次朱莉 

     古賀奏音 森  心  原嶋海青 

  木彫レリーフ１年 地区入選 

     岩崎 岳 野見山玲奈 西村拓真 古川南実 

     桧枝汐音 原口玲華  今村 友 


